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こんにちは！長沼町産業振興課企業誘致推進室です。 

令和５年３月のまちづくり会議以降、旧マオイゴルフリゾートの活用について町民の方々と意見

交換を重ね、活用方針や活用条件などを掲載した実施要領を作成し、令和６年１１月８日から事業

者の募集を開始しました。そして、令和７年２月 25 日のプロポーザル審査会で、JFE エンジニアリ

ング株式会社が旧マオイゴルフリゾートで事業を行う「契約候補者」に選定されました。 

今年の７月には事業者による住民説明会を４回開催しましたが、この事業をもっと町民の皆様に

知っていただくために、このような資料を作成させていただきました。 

本資料は、概要、経緯、審査結果、事業内容、選定理由、QA の順に構成しております。本資料を

通じ、町民の皆様に少しでも本事業をご理解いただければ幸いです。 

 

旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業について 

（事業周知資料） 

 

特集！ 
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１．旧マオイゴルフリゾートって何？ 

長沼町内の馬追丘陵の北側にあったゴルフ場で、スキー場の西側から南空知公衆衛生組合（ゴ

ミ処理場）までの約 200ha の面積を有する広大なゴルフ場跡地です。民間企業によりバブル期

に造成されましたが、平成 12 年（2000 年）に、土地・建物・設備等を長沼町に寄附していた

だきました。長沼町の所有となってからは、長沼振興公社や指定管理者が運営しておりました

が、令和元年（2019 年）11 月に閉鎖され、荒廃化したゴルフ場の活用が長年の課題でした。

 
 

２．ゴルフ場として再開することはできなかったの？ 

コースが狭く谷や池が多いため、上級者向けのコースでした。よって、リピーターが少なく経

営が難しかったそうです。また、建物も老朽化し、修繕費も莫大にかかってしまう施設となって

しまいました。 

 

３．なぜ、ゴルフ場跡地の利活用をしなければいけないの？ 

ゴルフ場が閉鎖されてから広大な敷地の管理が行き届かず、シカなどの有害鳥獣や害虫、アザ

ミなどの雑草が年々増えてきている状況です。また、まだ使える建物もこのまま管理できなけれ

ば雨漏りによる劣化やいたずらによる設備の破損などの被害も考えられます。長沼町としては

このような状況を放置しておくことはできないと判断し、また、旧マオイゴルフリゾート跡地施

設の活用を希望する企業 30 社以上から問合せをいただいていたので、需要があるこのタイミン

グで民間事業者による利活用で町の課題を解決できないかと考え進めてきました。 

 

４．結局、民間事業者はどんな事業をするの？ 

JFE エンジニアリング株式会社が、荒廃化し雑草だらけのゴルフ場に植林を行い、その一部は

バイオマス燃料として活用する木質チップを生産するための管理を行います。詳しい内容は７

ページに記載しておりますが、30 年弱という長期間の賃貸契約を結ぶ予定ですので、町が抱え

ている課題の解決や地域活性化に寄与する事業として期待されています。 

ゴルフ場の現況配置図（赤枠内：ゴルフ場エリア、黄枠内：フラワーパークエリア） 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設の歩み（閉鎖まで） 

○昭和 63 年  長沼リゾート開発計画地元説明会 

○平成２年  民間事業者によるゴルフ場造成開始 

○平成６年   ７月に一部（18 ホール）オープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成７年   マオイゴルフリゾート フルオープン 

 

 

○平成 12 年 民間事業者から現状有姿で長沼町に土地・建物・備品などを寄附採納 

○平成 13 年  長沼振興公社による運営開始 

○平成 29 年 指定管理者による運営開始（５年契約） 

 

○令和元年  11 月に旧マオイゴルフリゾート閉鎖 

       施設は雨漏りなどで劣化が急速に進み、コースは雑草で荒れ放題に・・・  

アザミなどの雑草だらけになってしまったコース 

倒木でふさがった橋 

雨漏りでカビてしまった壁 

造成中の様子 

造成完了後 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設の歩み（閉鎖以降） 
 

○R2.3 月  長沼町行政改革審議会の最終答申で今後の整理方法が「売却」となる 

○R3.6.23  プロポーザル審査会でフラワーパークエリア活用事業の契約候補者が決定 

○R4.3.25  令和元年に閉鎖したマオイゴルフリゾートの元指定管理者との請求訴訟が和解 

○R5.3.1   フラワーパークエリアの契約候補者辞退 

★令和４年度各地区でのまちづくり会議 

 企業誘致をテーマに町内４地区で開催し、旧マオイゴルフリゾートを含めた意見交換を実施。 

 R5.3.22（水）19:00～20:14 北長沼会館（22 名参加） 

 R5.3.23（木）19:00～20:32 りふれ三世代交流室（37 名参加） 

 R5.3.24（金）19:00～20:01 西長沼会館（25 名参加） 

 R5.3.27（月）19:00～20:23 南長沼会館（24 名参加） 

 

○R5.9 月下旬 活用希望事業者の視察対応 

 まちづくり会議やラピダスの計画発表から旧マオイゴルフリゾートの視察希望の問合せが急増し、R5.9 月下旬 

に実施。７社が参加し多くの意見をいただいた。 

 

○R6.4.12～R6.6.7 サウンディング型市場調査 

 民間事業者向けに事業提案を募集するために実施し、放牧事業、植林事業、宿泊事業、キャンプ事業、ゴルフ 

事業と組み合わせた観光事業など８社から提案があった。 

 

★旧マオイゴルフリゾート跡地施設の利活用に係る（第１回）住民説明会 

 サウンディング型市場調査の結果と活用方針・活用条件等について説明し、意見交換を実施。 

R6.7.5（金）18:00～20:00 ５区会館（６名参加） 

R6.7.8（月）18:30～20:00 11 区会館（10 名参加） 

R6.7.9（火）18:30～20:15 ６区会館（15 名参加） 

R6.9.2（月）18:00～20:00 りふれ三世代交流室（35 名参加） 

 

★旧マオイゴルフリゾート跡地施設の利活用に係る第 2 回住民説明会 

 第１回の説明会でいただいた意見・要望を踏まえた活用方針や公募内容等について説明し、意見 

交換を実施。 

R6.10.21（月）18:00～19:20 北長沼会館（22 名参加） 

R6.10.24（木）18:00～20:30 りふれ三世代交流室（36 名参加） 

 

☆旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業公募型プロポーザルの実施及び審査結果について 

 R6.11.8 に公募を開始し、R7.2.25 の審査会で JFE エンジニアリング㈱が契約候補者に決定。 

 

★旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業に係る住民説明会 

 プロポーザル審査会の審査結果と契約候補者による事業内容の説明及び質疑応答を実施。 

R7.7.15（火）18:00～19:22 11 区会館（12 名参加） 

R7.7.16（水）19:00～20:32 ６区会館（12 名参加） 

R7.7.17（木）18:00～21:08 ５区会館（10 名参加） 

R7.7.28（月）18:00～20:43 りふれ三世代交流室（65 名参加） 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業 公募型プロポーザルの内容は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記内容は、公募型プロポーザル実施要領を要約しわかりやすくしたものです。詳細については QR コードか下記 URL よりご確認ください。

https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html 

荒れてしまった旧マオイゴルフリゾートを、長沼町の「ひとと自然が共生する美しいまち」と

いう考えに合わせて、民間の力を借りて有効活用してもらうというのが事業の目的です。 

景観を守り、大雨などの水害を防ぐため、大規模太陽光発電施設の設置や森林を大幅に減

らす開発は NG で、自然を活かす事業が基本です。土地は転売を防ぐため賃貸で、建物は投

資を促すため売却することが条件です。 

場所は「ゴルフ場エリア」と「フラワーパークエリア」に分けて募集します。それぞれ、自然保

護や地域活性化につながる事業を求めていて、「フラワーパークエリア」は人が集まる施設な

どの整備も条件に含んでいます。 

 

おさらい 

事業の目的って何？ 

土地は貸す形（10 年から 30 年未満で、期間が終わったら元の更地に戻すのが原則）

で、建物は売ったり譲ったりする形になります。最低価格が決まっていて、契約時には保証

金も必要。賃貸料は物価などで変わることもあります。 

会社なら応募 OK（税金滞納なし、反社関係なし、現地説明会参加必須、日本に本社

があるなど条件あり）。複数社での応募もできます。 

大事な条件は、自然を活かすこと、地域を元気にしたり雇用を作ったりすること、景

観や騒音・臭いなど環境に配慮すること、水路などの管理、法律を守ること。  

逆に、ゴルフ場として再開、大規模太陽光発電、森を大きく減らす開発、住む場所に

する事業などは禁止です。 

 

契約期間中に土地や建物を他の人に譲るのは原則ダメ。事業者は、貸した場所にかかる費用

を全部負担します。町は、必要なら報告を求めたり、現地を調べたりすることもできます。 

もし契約がうまくいかなかったら、違約金が発生したり、建物を買い戻したりすることもあり

ます。町は、引き渡し後の建物の不具合などには責任を持ちません（現状のままで引き渡すた、

め）。地域の人たちと仲良く交流し、近所の環境にも気を配ることが求められています。 

 

貸したり売ったりする条件は？ 

応募できる人、条件、ダメなことは？ 

その他、知っておいてほしいことは？ 

令和６年 11 月 8 日から募集スタート！11〜12 月に参加必須の現地説明会があっ

て、応募申し込みは 12 月まで。提案書は令和７年 2 月までに出してもらう日程です。 

審査は、外部の専門家と町民を含む委員会が行います。書類審査（1 次審査※）と、プ

レゼンして話を聞く審査（2 次審査）があります。一番良かった会社が選ばれるんだけど、

平均点が 6 割未満だと残念ながら不採用になります。契約は、住民説明会の後に話し合

いをしてから決まる予定です。  ※応募が３件と少数だったため、1 次審査は実施しませんでした。 

 

 

応募から審査までの流れは？ 

Q.そもそも公募型プロポーザルって何？ 

A.特定の事業を広く募集し、民間事業者から創意工夫を活かした事業提案を提出してもらって

総合的に審査し、契約する事業者を選ぶ方法で、価格よりも内容を重視する決め方です。 

 

https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業の審査結果について 
 

１ 審査委員 

委 員 長   藤 本 直 樹   北海道情報大学 教授 

副委員長   大 上 容 子   北海道空知総合振興局 地域産業担当部長 

委 員   齊 藤   修   IGES 上席研究員（東京大学客員教授） 

委 員   吉 田   磨   酪農学園大学 教授 

委 員   仲 野   満   公募委員（町民） 

委 員   駒 谷   敏   長沼町総務財政課長 

委 員   青 野 直 樹   長沼町政策推進課長 

 

２ 審査の経過 

日程 内容 

  ２月４日 事業提案書受付〆切 

・ゴルフ場エリア ～ ３者から提出 

  ２月 10 日 審査委員会 

・審査基準、配点、スケジュール等を審議 

  ２月 25 日 審査会 

・事業者によるプレゼンテーション 

・審査委員によるヒアリング、審査 

・契約候補者の決定 

 

３ 審査内容及び審査結果 

審査会は、学識経験者３名、地域産業に関する有識者１名、公募委員１名、町職員２名の計７名

により構成され、２月 10 日の審査委員会において会議の公開・非公開、審査基準、配点、審査ス

ケジュール等について審議しました。２月 25 日の審査会では、事業提案書等の提出があった３者

からそれぞれ事業説明を受け、審査委員からの質疑も行い、提出書類の内容も踏まえ厳正に審査し

た上で各委員による採点を集計しました。 

審査結果については、JFE エンジニアリング㈱の得点率が 85％で１位となり、２位の A 社 70.4％

を約 15％上回りました。B 社は得点率が 55.4％と６割に満たなかったため、不採用となりました。 

１位の得点率については、活用方針 85.7％、事業内容 82.9％、運営体制 80.6％、事業収支 88.6％、

環境への配慮 85.5％、提案価格 90.0％と全ての大項目で８割を超え、６割未満の小項目はありま

せんでした（審査項目や得点等については P.６「審査会審査結果表」をご覧ください。なお、得点

率６割未満の小項目については水色に着色しております）。 

 

４ 審査の講評 

・事業の具体性、実現性、継続性の部分で審査の評価が大きく分かれました。 

・契約候補者の財務内容は良好であり、また資金計画が具体的でありかつ賃貸期間が 30 年弱と長

期に渡るため、長沼町への財政的なメリットや事業の継続性が高評価につながりました。 

・運営形態、人員配置、雇用方針などが具体的であり、事業の実現性が他の提案と比較し優れてお

りました。 

・審査会では、「カーボンニュートラルや環境学習などの取り組みなど、町民をまきこんだ形でソ

フト面の事業や地域連携なども進めてほしい。」という付帯意見もありました。 

 

※審査結果の詳細は、QR コードか下記 URL の「契約候補者審査結果報告書」よりご確認ください。  
https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html 

https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業に係るプロポーザル審査会審査結果表

得点
配点に対
する得点
率

得点
配点に対
する得点
率

得点
配点に対
する得点
率

活用方針

（30点）

活用方針との
適合

町が示す活用方針に則した事業
内容となっているか。

30 210 180 85.7% 174 82.9% 120 57.1%

事業内容の実
現性

事業内容が具体的であり、実現
性の高いものであるか。

30 210 192 91.4% 126 60.0% 102 48.6%

事業実施スケ
ジュール

事業実施スケジュール及び内容
が具体的に示されており、事業
の継続性が期待できる事業内容
であるか。

15 105 85 81.0% 64 61.0% 43 41.0%

財政面での関
わり

立地に伴い本町への財政的メ
リットが期待できるか。

10 70 54 77.1% 40 57.1% 42 60.0%

地域の活性
化・地域貢献

地域活性化及び地域貢献が期待
できる事業内容であるか。

10 70 46 65.7% 52 74.3% 40 57.1%

運営形態
安定的な運営と維持管理が期待
できるか。また、事業継続のた
めの運営実績等はあるか。

10 70 62 88.6% 40 57.1% 28 40.0%

適正な人員配
置

事業内容に対して適正な人員配
置となっているか。

5 35 29 82.9% 22 62.9% 18 51.4%

雇用の創出
雇用機会の創出が期待できるも
のになっているか。また、雇用
の確保方法が明確であるか。

10 70 50 71.4% 38 54.3% 36 51.4%

事業収支

（10点）

事業収支計画
の確実性

事業収支計画書及び資金計画書
の確実性は見込めるか。また、
試算根拠は適正であるか。

10 70 62 88.6% 40 57.1% 32 45.7%

環境負荷への
配慮

地球温暖化など、環境負荷軽減
への配慮・対策が十分になされ
ているか。

15 105 105 100.0% 87 82.9% 51 48.6%

周辺環境への
配慮

治水や景観など、周辺環境への
影響が懸念される項目に対する
配慮・対策が十分になされてい
るか。

20 140 124 88.6% 120 85.7% 96 68.6%

環境改善への
配慮

荒廃化したエリア全域を改善す
るための配慮・対策が十分にな
されているか。

25 175 130 74.3% 120 68.6% 95 54.3%

190 1330 1127 84.7% 922 69.3% 705 53.0%

② 提案価格による得点 10 70 63 90.0% 63 90.0% 70 100.0%

③ 合計（①+②） 200 1400 1190 85.0% 985 70.4% 775 55.4%

※提案採用ボーダーライン～得点×60％＝840点

※得点率が６割に満たない項目は水色に着色

200点満点換算（③/7） 170.0 140.7 110.7

※提案採用ボーダーライン～得点×60％/7＝120点

事業内容

（6５点）

運営体制

（25点）

環境への配慮

（60点）

① 事業提案書等及びプレゼンテーションの審査による得点

１位 ２位 ３位

審査項目 審査の視点 配点
配点
×７

JFEエンジニアリ
ング株式会社

A社 B社
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契約候補者「JFE エンジニアリング㈱」が提案する事業のポイント 
 

1. やりたいこと（事業コンセプト） 

（１）長沼町と協力～「ひとと自然が共生する美しいまち」を目指す長沼町と一緒に事業を進めたい 

（２）森を育てる、燃料を作る 

‣植林事業: 荒れたゴルフ場を森に戻して、自然を守る 

・針葉樹を植えて CO2 の吸収や治水対策をする 

・植えた木は、契約終了後にそのまま町に残していく 

・オノエヤナギという早く育つ木も植えて、3 年サイ 

クルで収穫・再生させて、燃料にする 

‣バイオマス燃料化事業: 木のチップを作って、新たな 

地域産業にし、再エネを作って、地球温暖化対策に貢献 

（３）国のプロジェクトと連携: 由仁町で実施している「エネル 

ギーの森」という国の実証事業のノウハウを活かします。 

続いて、『木質バイオマス燃料（チップ、ペレット）の安 

定的・効率的な製造・輸送等システムの構築に向けた実証事業』を通じて「バイオマス燃料化事業」に取り組みます。 

2. 具体的にどうやるの？（計画概要） 

（１）場所の使い方: 

・フェアウェイなどの平場はオノエヤナギの植林エリアに、その他は針葉樹の植林エリアにする 

・現存の建物は作業員の休憩所や、地域の人と使える場所、燃料化事業の管理棟として使う 

※ただし、ホテルやクラブハウスは使わない 

（２）燃料作りの流れ 

①木を集める: 近くの山から年間 2 万 5 千㌧程度の木を集める 

②木を置く: 集めた木は、半年から 1 年程度置いて乾かす 

③チップにする: 機械で木を約 5cm のチップにする 

④チップを売る: 作ったチップは、近くのバイオマス発電所に運ぶ 

（３）今後の予定 

・契約締結後に、伐採や植林、土場の整備などをする 

・2026 年度からチップ生産開始 

・2030 年から早く育つ木（オノエヤナギ）の収穫開始（30 年後の姿を巻末資料に掲載しております） 

3. 環境への配慮と運営体制 

（１）環境にやさしく 

・敷地の外側の森は残して、景観を守る 

・工事の際は、砂ぼこりなどが飛ばないようにする 

・木くずが流出しないよう側溝を整備し排水管理もする 

・トラックが通る道や時間も限定し、安全に気をつける 

・騒音にも気を配り、チップ化作業は平日の昼間だけにする 

（２）運営体制 

・植林と燃料化の事業で、合わせて 6 人くらいの体制で運営 

・従業員 4 人は、長沼町に住んでいる人を優先して雇う方針 

・作業は土日祝と年末年始以外、朝 8 時から夕方 5 時までの予定 

 

※上記内容は、JFE エンジニアリング㈱の提案内容を要約しわかりやすくしたものです。 

事業内容の詳細については、QR コードか下記 URL の「提案内容」よりご確認ください。  
https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html  

https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html
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JFE エンジニアリング㈱の想い 

本年７月１５日から１７日での地区ごと住民説明会、２８日での全体説明会にて、以下の想いを 

お伝えしてまいりました。 

 

 

 

JFE エンジニアリング㈱は、「くらしの礎」を創り、担い、未来へつなぐ企業です。 

 

 

 

JFE エンジニアリング㈱ 会社紹介 

 https://www.jfe-eng.co.jp/360_jfe_engineering/ 

 

事業提案内容詳細 

 https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html（再掲） 

  

https://www.jfe-eng.co.jp/360_jfe_engineering/
https://www.maoi-net.jp/gyosei/nyusatsu/proposal/maoigolf.html
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長沼町はなぜこの事業を選んだの？ 

本年２月 25 日の審査会で３者の事業提案を審査し、JFE エンジニアリング株式会社が契約候補者に決定しまし

た。審査では事業の具体性や実現性、継続性などの評価が高く、30 年弱という長期に渡る事業運営が期待されます。 

審査の評価のほか、なぜこの事業を選んだのか、町の考えとポイントを以下のとおりまとめました。 

 

１．町の計画にマッチしている！ 

第６期総合振興計画の基本施策の１つである「ひとと自然が共生する美しいまち」に提案事業の内容がマッチし

ており、本町の発展に寄与する事業であると考えました（以下、振興計画にマッチしている一例） 

【町の計画】第６期総合振興計画（前期基本計画） 

「ひとと自然が共生する美しいまち」 

JFE エンジニアリング株式会社の提案事業 

（植林事業・バイオマス燃料化事業） 

施策項目 施策の内容 事業内容 

自然資源の保全

と利活用の推進

（P.57） 

恵まれた自然環境が保たれるよう、「森林

整備計画」に基づき、森林資源の育成と生

態系の適正な保全、整備に努めるととも

に、森林経営計画の策定を推進し、計画的

な間伐・再造林を働きかけます。（P.58） 

森林整備計画に基づいた計画的な伐採や植林を行

うことで、ゴルフ場内の森林整備の促進と資源の活

用が図られる。なお、生物多様性の保全を目的とす

る保健・文化機能等維持林は手を付けないため、自

然資源も保全される。 

新エネルギーの

適切な導入促進

（P.61） 

新エネルギーの導入促進を図るとともに、

重要な自然環境の保全に努め、地域の自然

環境や景観との調和に配慮したエネルギ

ー施策を推進します。（P.62） 

バイオマス燃料化事業として木質チップを生産す

ることにより森林整備が促進され、自然環境や景観

の保全、地球温暖化の防止にもなる。また、木質バ

イオマスエネルギー施策も推進することができる。 

景観形成の推進

（P.65） 

 

町民と行政の協働により美しい景観を創

出するため、「長沼町美しい景観づくり計

画」に基づき、景観悪化を防止するととも

に、美しい景観の形成に努めます。 （P.66） 

荒廃化したゴルフ場に植林することにより景観形

成が促進され、景観悪化も防ぐことができる。なお、

練習場には、町民と共働で行う植林などの景観形成

に取組む事業を予定している。 

 

２．町の課題を解決してくれる！ 

 第３期長沼町人口ビジョン（令和７年３月策定）では、2025 年から 2055 年までの 30 年間で人口が半減し、生

産人口（15 歳以上 65 歳未満）は４割ほどにまで落ち込む予定です。現在約 5,000 人いる働き手が 30 年後には 2,000

人を切り、高齢化率が 50％を超えてしまうのです。公共施設の草刈りや修理などの担い手不足も危惧されます。 

また、平成 29 年３月策定の長沼町公共施設等総合管理計画では、町民１人あたりの公共施設の延べ床面積が全国

平均の 1.9 倍と多いということが記載されております。これは、本町が公共施設を持ちすぎているということを示

し、延べ床面積の縮減や修繕費・

維持管理費等のコストの抑制が

大きな課題となっております。 

このため、ゴルフ場跡地を 30

年弱という長期に渡り有効活用

していただくことで管理上の課

題を解決するとともに、賃貸期間

満了後に売却した建物を撤去し

てもらい、残してもらった森林を

未来の子どもたちに有効活用し

てもらうことも期待できます。 
第 3 期長沼町人口ビジョン P.17「①社人研推計」の年齢 3 区分別推計結果 より 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業の疑問点 Part１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q.賃貸終了後はどうなるの？ 
A.基本的には町が管理することになります 

Q.土地を転売されるリスクはないの？ 
A.土地は賃貸なので転売されることはありません 

Q.町民の意見はどこに反映されているの？ 
A.プロポーザル実施要領に意見を反映した箇所を色付けした資料を作成しましたので、巻末の町 HP「まとめサイト」＞「町

民からの意見要望を実施要領に反映した資料」よりご確認ください。なお、町民を審査委員に加える要望につきましても、

最終的に公募委員を１名入れるという形で反映させていただきました。 

事業要件 

Q.事業スケジュールがタイトに感じた。なぜ急いで進めるのか。 
A.ゴルフ場が閉鎖してから約５年が立ち、施設の老朽化や荒廃化が急速に進んでおりました。このま

までは有害鳥獣や害虫、雑草などで近隣にお住いの方にご迷惑がかかる懸念があり、今使える建物

も雨漏りなどで使えなくなる可能性があったこと、企業からの問合せが多かったことなどから、令和５年

３月のまちづくり会議を足がかりに町民の皆様との意見交換を重ね、時間もかけて進めています。 

Q.ゴルフ場は農地として活用すべきだったんじゃないか。 
A.ゴルフ場は大規模開発により土砂の切り盛りがなされているため土地改良に莫大な費用がかかり、さらに農地ではな

いため農業関係の補助金は受けられません。農地に戻す場合は大規模な開発が必要なため、土砂災害や水害のリス

クも高まります。家畜糞尿による水質汚染などの問題を指摘している専門家もおりますので、町としては農地利用の検討

に至りませんでした（その他、土地の形状上分割が困難であること、建物を有効利用できないことなどもあげられます）。 

Q.なぜ企業への活用を前提に進めたの？ 
A.令和５年３月のまちづくり会議から公募開始まで、企

業による利活用を進める旨説明を重ねてきましたが、

それに対する異論はなかったため、そのまま進めてい

ます。 

進め方 

Q.もっと町民の意見を聞いて進めれば良かったと思う 
A プロポーザル開始前までにゴルフ場に係る説明会や意見交

換などを計 10 回開催しており、さまざまなご意見ご要望を頂

戴して活用方針や活用条件を決めさせていただきました。 

また、早く公募を開始してほしいというご意見もあったため、公

募事業を進めています。 

選定理由 

Q.長沼町はなぜこの事業を選定したの？ 
A.９ページには「町の計画にマッチしている」、「町の課題を解決してくれる」ということを記載させていただきました。 

そのほかにも、本事業が自然を生かした事業であり既存の川や池を改良するものではないこと、植林することで保水力が

向上し水害リスクの低減や地球温暖化の防止につながること、建物の固定資産税や賃料（年間約 500 万円）が入ること

で町の財政的メリットがあること、遊休地を管理していただくことにより維持管理費が抑制されること、荒廃化した土地が改

善される見込みがあること、林地の早期復旧が望めること、林産業が新たな産業として創出されること、雇用が生まれる

こと、地域連携事業が期待できること、不法投棄などの土地の悪用や転売が防げること、などがあげられます。 

Q.今回の事業ができなくなったら、どんな問題が生じるの？ 
A.仮に、この事業が開始前になんらかの理由でできなくなったとします。その後、ゴルフ場の利活用に向

けて再度意見交換会などの調整をするとは思いますが、再募集するとしても要件設定等に何年もかかり

ます。その間、土地は更に荒廃化し、建物は老朽化で使えなくなります。有害鳥獣や害虫、雑草も増え

て手に負えなくなるかもしれません。また、ゴルフ場内にある伐期を迎えた森林も朽ちていき、有効活用

することも難しくなります。こうなると、応募してくる事業者も少なくなります。今後このように放置されていく

ことで、目に見えなかった問題が顕在化し、大きな問題となっていくことが予想されます。 

Q.賃貸終了後に土地も売却するの？ 
A.土地を売却する予定はありません 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業の疑問点 Part2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q.審査委員はどうやって決めたの？ 
A.長沼町附属機関設置条例に基づき、適任者をリストアップし決めました。 

結果的に、学識経験者３名、地域産業に関する有識者１名、役場職員２名、公募委員（町民）１名の計７名となりました。 

Q.他にはどんな事業の提案があったの？ 

A.放牧事業や宿泊事業がありました 

Q.審査委員はどんな人？ 
A.学識経験者は、ゴルフ場の転用に関する研究をされている東京大学齊藤客員教授、開発行為や都市計画に知見のあ

る北海道情報大学藤本教授、環境保全や地球温暖化対策に詳しい酪農学園大学吉田教授の３名。地域産業に関する

有識者は空知総合振興局の大上地域産業担当部長で、商工業や観光などの業務にも携わっております。役場職員は施

設管理担当部署の駒谷総務財政課長と、景観条例や太陽光設置条例所管課の青野政策推進課長。公募委員は１区

の仲野満さんで、経歴や応募動機などを審査した結果、４名の応募者の中から選定されました。 

Q.学識経験者の審査委員を選定する上で重視したポイントは？ 
A.審査会委員など行政と関わりのある業務の経歴があること、 （事業用途の制限がなく、サウンディングのようにさまざま

な提案が予想されたため）特定の分野だけではなく幅広い分野の研究を行っていることの２点が重視したポイントです。 

Q.審査項目の決め方と重視した項目は？ 
A.各審査委員には、個別に本事業の説明と関連資料（企業信用調査等）を渡した上で審査委員会に参加していただきま

した。審査項目は役場で素案を審査委員会で示し、内容や配点を審査委員で協議してもらい決定しました。 

審査委員１人あたりの配点は、活用方針に適合しているかで 30 点、事業内容の実現性やスケジュールなどの具体性・本

町の財政的メリットや地域活性化などの事業内容に関する項目が 65 点、運営形態や人員配置、雇用の創出などの運営

体制に係る項目で 25 点、事業収支計画の確実性で 10 点、荒廃化したエリアの改善や治水や景観などの環境への配慮

で 60 点、提案価格で１０点の２００点満点としました。 

活用方針との適合や事業の実現性・具体性に係る項目、環境への配慮の項目は高めの配点となっており、雇用の創出が

多いと逆に事業の具体性に欠けるため低めの配点となっております。また、事業収支計画の確実性は事業の具体性と内

容が重複するため低めの配点となっており、価格よりも事業内容を重視するため提案価格も低めの配点となっております。 

なお、配点等については、P.6「審査会審査結果表」をご覧ください。 

審査会 

Q.他の提案事業を詳しく聞くことはできないの？ 
A.次点以下の企業の事業内容を公表すると、会社が限定されてしまい不利益を被るリスクがあり、

また長沼町情報公開条例にも抵触する可能性があり公表はできません 

災害リスク 

Q.木を植えたらゴルフ場の暗渠が壊され、水害や土砂災害が起こる可能性があるのでは？ 
A.ゴルフ場の暗渠はそもそも平場のフェアウェイの水はけをよくするために設置されているものです。場内

の暗渠は石組みの単純構造のものから排水管を通しているものまでありますが、耐用年数は長くても 30

年で、既に耐用年数を超えているため機能は低下しており、また恒久的に機能を発揮するものではありま

せん。それでも植林する場合は暗渠を避けてもらうように配慮しますが、木を植えることでゴルフ場の保水

機能が向上し、水害や土砂災害のリスクを低下させることができると考えております。 

Q.ゴルフ場から流れる川の水を農業用水として使っているが、川の改良や廃液が流れるリスクはあるのか？ 
A.川や池などを改良する予定はありません。化学薬品等は使わずチップ製造も機械で木を細かくするだけの作業なので、

木くずが流れないよう緩衝帯（砕石等）や網付きの側溝などを設置します。水質検査も定期的に実施してもらう予定です。 
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旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業の疑問点 Part3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.バイオマス発電所も町内に作る予定なの？ 
A.事業を進めながら南空知地域を中心に適地を探す

ので、長沼町内に建てることをお約束するものではあり

ません 

Q.植林事業で採算はとれるの？儲からないんじゃない？ 
A.植林事業では収益を見込んでおりません。補助金を活用して

実証実験を行い、持続可能な林産業を確立していきたいと考え

ております。 

Q.雇用が６名では足りないのでは？ 
A.原木の運搬や森林の伐採は外部に委託し、従業員はチップ

化作業の他、オノエヤナギや針葉樹の管理を中心に行いま

す。よって、６名よりも多くの方が関わることになります。 

Q.どんな人を雇用する予定？ 
A.チッパーやローダーなど重機のオペレーションを

担っていただく方を予定しております 

Q.補助金ありきでこの事業を進めることに不安がある 
A.補助金は最初の３年間の実証研究だけで、それ以降は会社の費用で事業を行う計画です 

Q.マオイゴルフリゾートでこの事業をやるメリットは？ 
A.ゴルフ場はカート道路が整備されているため、森林整備のために新たな道路を作る必要がありま

せん。また、休憩所として使える建物や機械の格納庫があり、電気や水も使えるため、本事業を行う

上で最適だと考えました。 

提案事業 

Q.重機（チッパー）から騒音が出るということだったが、どの程度出るのか？またその対策は？ 
A.重機のすぐ横で出る音が 80 デシベル程度で、敷地境界から 100 メートル以上離して稼働する等の対策を検討予定であ

り、敷地境界で 60 デシベル（普通の会話や静かな乗車内程度の大きさ）まで下がると見込んでおります。騒音対策について

は、平日日中の作業に限定することや、原木を積み上げて壁にし、山側に音を跳ね返すなどの対策を予定しております。た

だ、騒音の感じ方には個人差もありますので、近隣にお住まいの方のご意見も伺いながら進めていきたいと考えております。 

植林・伐採 

Q.町民が交流できるような事業はないの？ 
A.ショートコースクラブハウスや練習場は、町民の皆様と意見交換を行い、お知恵を借りながら、地域連携できるような事業を

つくりあげていきたいと考えております。 

Q.ゴルフ場の木は全部切ってしまうの？ 
A.長沼町森林整備計画で指定されている保健・文化機能等維持林は

残します。また、伐採したところは木を植えるし、木が生えていないコー

スにも木を植えるため森林面積は増えることになります。 

Q.オノエヤナギを植えたら土地が悪くなり土砂災害などが起こるのでは？ 
A.オノエヤナギはフェアウェイやラフなどの平坦な場所に植林する予定であり、またゴルフ場の保

水力を向上させるため土砂災害などを防ぐことができると考えております。 

Q.ゴルフ場の木を切ってしまったら、希少な動植物へ悪影響が出るのでは？ 
A.長沼町森林整備計画で指定されている保健・文化機能等維持林は、「生物多様性の保全を進める観点から、森林の構成

を維持して樹種の多様性を増進することを基本」として整備する方針を示しており、その森林に手を付ける予定はありません。

切って植えるを繰り返す方針とされている木材等生産林が伐採の対象となりますが、伐採後は植林します。 

Q.ゴルフ場には農地だったところもある

が、そこにも木を植えてしまうのか？ 
A.ゴルフ場全体が既に開発されているので、

現状農地はありません。 

Q.放置していれば、勝手に森林に戻るんじゃないの？ 
A.確かに、いずれは森林化するかもしれませんが、閉鎖したゴルフ場は開発時の地形改変等によりなかなか森林に戻らないと

いう専門家の指摘もあり、森林に戻るまでかなりの年月がかかるでしょう。ただ、植林が進めば早期の森林化が期待できます。 
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巻末資料 

１ 町 HP のご案内 

本資料は、旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業をわかりやすくまとめたものです。 

また、「旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業 まとめサイト」を町 HP に作成しましたので、

下記のとおり検索いただくか QR コードよりご確認ください。 

 

 

 

（まとめサイト掲載内容） 

 ・本資料 

 ・事業者による住民説明会リンク（令和７年７月） 

 ・公募型プロポーザルの実施内容及び審査結果に係るリンク（令和６年 11 月～令和７年３月） 

 ・町民からの意見要望を実施要領に反映した資料 

・第２回住民説明会リンク（令和６年 10 月） 

 ・第１回住民説明会リンク（令和６年７月～９月） 

  ※各リンク先には説明会資料や会議内容等を掲載しております 

 

２ 植林事業の 30 年後の姿（提案内容より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧マオイゴルフリゾート まとめ  検索 


